
令和５年度　仕様書

工事名称 川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

工事場所 川越市御成町１番ほか

【工事の大要】
    本工事は、川越地区消防局・川越北消防署新築工事にともなう給排水その他設備工事
  である。

    庁舎棟
    構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
    規模：地上４階建て  延床面積  ５，４６２．７４㎡

    保管庫
    構造：鉄筋コンクリート造
    規模：地上１階建て  延床面積  ５４．３０㎡

      ・  機械設備工事    一式

    本工事は、「週休2日制モデル工事（受注者希望型）」である。



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

機械設備工事    

1   
式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   
式

  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  

1   
式

計

工事価格        

1   
式

消費税等相当額  

1   
式

工事費          

1   
式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

機械設備工事    

1   
式

計



機械設備工事　科目別内訳 3

庁舎棟

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

衛生器具設備    

1   
式

給水設備        

1   
式

排水設備        

1   
式

給湯設備        

1   
式

消火設備        

1   
式

ｶﾞｽ設備         

1   
式

厨房機器設備    

1   
式

雨水ろ過設備    

1   
式

計



機械設備工事　科目別内訳 4

庁舎棟（緊急車両車庫）

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

給水設備        

1   
式

排水設備        

1   
式

給湯設備        

1   
式

計



機械設備工事　科目別内訳 5

保管庫

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

給水設備        

1   
式

排水設備        

1   
式

計



≪週休２日制モデル工事（受注者希望型）に係る特記仕様書≫ 

本工事は「週休２日制モデル工事（受注者希望型）」の試行

対象工事である。 

実施は、川越地区消防組合週休２日制モデル工事試行要領

（建築工事）（令和４年７月１日施行） によるものとする。 

試行要領は、川越地区消防組合総務課ホームページで確認の

こと。 

 

川越地区消防組合週休２日制モデル工事試行要領（建築工事） 抜粋 

（積算方法等） 

第８条 

４ 受注者希望型においては、現場閉所（現場休息）の状況を確認後、４週８休に満

たないものはその達成状況に応じて、労務費の補正係数を変更して工事費を積算

し、請負代金額を変更する。なお、工事着手前にモデル工事に取り組むことにつ

いて協議が整わなかったもの（受注者がモデル工事の取り組みを希望しないもの

を含む。）については、契約締結後における直近の変更契約時に合わせて、請負

代金額のうち労務費補正分を減額変更する。 

 

川越地区消防組合総務課ホームページ 

https://www.119kawagoechiku.jp/soumu/nyusatu/nyusatu

/nyusatu.htm 

 

川越地区消防組合 



川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

2023年11月



（2020年版）



別 表 第 一
消防法施行令

○　空 気 調 和 設 備
○　換　 気　 設　 備
○　排　 煙 　設 　備

●  衛 生 器 具 設 備

●　ガ　 ス 　設 　備

４．指定部分　　● 無　　○ 有　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●  自 動 制 御 設 備

●　給　 水 　設 　備
●　排　 水 　設 　備
●　給　 湯 　設 　備
●　消　 火 　設 　備

３．工事種目（●印の付いたものを適用する）

工　事　種　目
建物別及び屋外

Ⅰ．工事概要

仕様書

２．建物概要

１．工事場所

川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事　　

建 物 名 称 構　造 階　数

屋　外

備 考

工　事　種　別

新築庁舎棟 鉄筋コンクリート造 地上4階

●　厨　 房 　設 　備

６．改修内容　　　　　　　　　　　　　　　　

●　雨 水 利 用 設 備

15項

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様
　　　章、項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

章 項　　　目 特　記　事　項

● ● 環境への配慮

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する
　　と共に、次の①から④を満たすものとする。

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料
　　　を使用する。

方式及び種別
空調方式
主要熱源機器
自動制御方式
給水方式
排水方式

設　　備　　概　　要
○
○
○ 電気式　○ 電子式　○ デジタル式
○ 高置タンク方式　● ポンプ直送方式　● 水道直結方式　○ 水道直結増圧方式
建物内の汚水と雑排水（○ 合流式　● 分流式）
ポンプ排水　● 有（● 汚物　○ 雑排水　● 湧水）　○ 無
建物外放流先
（１）汚　水　● 直放流下水管　○　公設桝　　　　　
（２）雑排水　● 直放流下水管　○　公設桝　　　　　

消火設備の種類 ● 屋内消火栓設備　○ スプリンクラー設備　○ 泡消火設備（別途工事）
○ 連結散水設備　　○ 連結送水管　　　　　○ 不活性ガス消火設備（○　　　　　）

　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ
　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、
　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散
　　　が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分
　　　に応じた材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を
　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル
　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料
　　　を使用したものとする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」
　　とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当
　　する材料を指す。

○ 設計用温湿度

○ 油面制御装置

鋼板製煙道○

○ ダクト

○ チャンバー

○ ダンパー

○ 配管材料

○

○ 弁　類

油面制御盤には（○ 遠隔警報　○ 電磁弁制御　○ 　　　　　）の端子を設ける。 
なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

○ 低圧ダクト（○ コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）
　 ○ アングルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡
○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音
　　　内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。
（３）外壁ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（○ 遠隔復帰式　○　　　　　）
（２）ピストンダンパー　復帰方式（○ 遠隔復帰式　○　　　　　）

（１）冷温水管　　　　　　○ 　　　　　　　　
（２）冷却水管　　　　　　○ 
（３）蒸気管　給気管　　　○ 
　　　　　　　還　管　　　○ 
（４）高温水管　　　　　　○ 

（６）冷媒管　　　　　　　〇
（７）膨張管、空気抜き管　○
　　　及び膨張タンクより
　　　ボイラー等への補給水管

６５Ａ以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。
ＪＩＳ又はＪＶ（○ ５Ｋ　○ １０Ｋ（図示部分））

○ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○ 保　温 ○ 全熱交換ユニット用の外気取入れダクト
　（○ 保温範囲及び仕様は図示による　○　　　　　　）

○（○ 厨房　○ 湯沸室　　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・(イ)・Ⅸ）とし
　 範囲は図示による。

○ 全熱交換ユニット用の排気用ダクト
　（○ 保温範囲及び仕様は図示による　○　　　　　　　）

○ ○ ダクト

排煙口の形式○

○ 排煙口手動開放装置
（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定

○ 亜鉛鉄板　○ 

○ 図示による。

○ 電気式（遠隔操作　○ 不要　○ 要）　○ ワイヤー式　

● システム構成
その他

電気計装用機材

●

○
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

取り付け箇所は図示による。○ 風量測定口

○ 保温及び消音
内貼り

○ 冷媒管の外装の種別は（○ 図示による　○　　　　　　）

○ 外気取入れダクト（ＯＡダクト）（保温範囲は、○ 図示による　○　　　　　　　）
○ 還りダクト（ＲＡダクト）（保温範囲は、○ 図示による　○　　　　　　　　）

○ 建物内のエア抜管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管の項による。
　（エア抜弁以降の配管は除く。）
○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.５
　 の排水管の項による。
　

排気ダクトのシール○ ○

○ チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

○ 低圧ダクト（○ コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）
　 ○ アングルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による。

○ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。
○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

取り付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

風量測定口

ダクト

ダンパー

○ ○

○

○

新設一式
新設一式 新設一式
新設一式 新設一式
新設一式
新設一式 新設一式
新設一式
新設一式 新設一式
新設一式

● 工事用仮設物

● 足場その他

● 建設発生土の処理

● 埋戻し土・盛土

運転操作説明板●

● 機材の承諾図

● 総合試運転調整

● 電源周波数

● 電動機

● 容量等の表示

● 地中埋設標等

● 絶縁継手

● 配　管

● 保　温

塗装及び仕上げ○

● 天井仕上区分

● 吊り及び支持

施工調査○

既存躯体への穿孔○

● 試　験

電線類●

構内につくることが　● できる　○ できない

●

○

● 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。
○ 現場説明書による。

● 根切り土の中の良質土　○ 山砂の類

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機
械室に設ける。説明板の大きさは、約 2.0 ｍ2とする。

機械設備工事機材承諾図様式集（最新版）によるほか、監督職員の指示による。

● 本工事
調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

● ５０Ｈｚ　○ ６０Ｈｚ

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者
規格による標準品としてよい。

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として機器表に表示された

（１）地中埋設標　　　　● 要（図示による。）　　○ 不要
（２）埋設表示用テープ　● 要（排水管を除く。）　○ 不要

取り付け箇所及び仕様は図示による。

　　　ステンレス配管の接合は、下記による。
　　　● 呼び径６０Ｓｕ以下（　ＳＡＳ３２２を満足した継手　　　　）

● 共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　）を適用する。
○ 多湿箇所は下記の場所とする｡(天井内共多湿箇所とする。)
  （○ 　　　　　　　　　○ 　　　　　　　　　○                  ）
○ 屋内露出（○ 実験室　○ 　　　）の保温外装は（○ アルミガラスクロス　○ 　　　 ）
　 とする。

露出機材の塗装及び仕上げは下記による。
○屋外：○ドレン管　　 (○指定色塗装　○　　　　　　）
　　　　○金属電線管　 (○溶融亜鉛メッキ仕上げ[付着量300ｇ/㎡以上] ○指定色塗装) 　 　
○屋内：○　　　　　　（○指定色塗装　○　　　　　　）
　　　　　　　

　　　　 

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

（１）（●ピット内　●屋外）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

事前調査　○ 本工事
　調査項目　○ 既存資料調査 
　調査範囲　○ 図示
　調査方法　○ 図示

○ はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告
　 を行うこと。

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

取り付け箇所は図示による。

● 要（● 本工事（○ 費用を含まない　● 費用を含む　）　○ 別途　）　○ 不要

（１）屋　内　　汚水管　　　●硬質ポリ塩化ビニル管
　　　　　　　　雑排水管　　●硬質ポリ塩化ビニル管

                通気管　　　●硬質ポリ塩化ビニル管
                ポンプアップ排水管　●耐衝撃性硬質塩化ビニル管
（２）屋　外　　第一桝まで  ●リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管
　　　　　　　　桝間　　　  ●リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。
台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。
大便器、小便器、洗面器及び掃除流しとの接続管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）とする。

● 一般配管用ステンレス鋼鋼管

ＪＩＳ又はＪＶ（● ５Ｋ　○ １０Ｋ（図示部分））

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（ａ）　○（ｂ）　●（ｃ）による。

（１）屋内消火栓　一般配管　　 ●　配管用炭素鋼鋼管（白）
　　　　　　　　　地中埋設配管 ○　-

図示による。

● ドライシステム　○  

● 親メーター（貸与品）　（● 実測式　○ パルス式（パルス発信器は ○ 買い取り））
○ 子メーター（買い取り）（○ 実測式　○ パルス式）

○ 本工事（図示による。）　○ 別途工事

● 要　○ 不要

○ 要　● 不要

○ 要（○ 本工事（○ 費用を含まない　○ 費用を含む　）　○ 別途　）　○ 不要

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　6　本組。

別途（●５０ｋｇ　○ 　　　　）×　6　本（内予備 3 本）

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（●（ａ）　○（ｂ））による。

○ 都市ガス　一般ガス導管事業者の供給規定による。
● 液化石油ガス　（１）一般　　　● カラー鋼管
　　　　　　　   （２）地中　　　● ガス用ポリエチレン管

別図による。

● 配管材料

洗面器等の排水管●

満水試験継手●

放流納付金等●

配管材料●

弁　類●

建物導入部配管

● 配管材料

●

● システム

機器の機能等●

メーター●

ガス漏れ警報器○

漏洩検知装置●

電気防食●

引込負担金等○

ガス種別●

● 配管材料

充てん容器●

● 集合装置

転倒防止等●

システム構成
その他

●

●

●

●

●

●

●

建築基準法による
延べ面積（㎡）

５．設備概要（●印の付いたものを適用する。）

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（　　　　　）（以下「標準仕様書」という。）
公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（　　　　　）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　＊＊＊　）図、建築工事の特記仕様書は（　＊＊＊　）図による。

　　　●印の付いたものを適用する。

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（　　　　　）（以下「標準図」という。）

●
○
●

　 ○ 内部足場　（○ 　種　○ 　種　○ 　種）
　 ○ 外部足場　（○ 　種　○ 　種　○ 　種　○ 　種）

○ 風量調整　● 水量調整　○ 室内外空気の温湿度の測定
○ 室内気流及びじんあいの測定　○ 騒音の測定　● 飲料水の水質の測定

○ 別途

建築設備定期検査業務基準書（２０１６年版）（（一財）日本建築設備・昇降機センター）
の排煙風量の検査方法に準ずる。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用
　　　する。

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア
　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料
　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
    ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。
　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ
　 ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２
　 の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

（２）泡消火　　　一般配管　　 ●　配管用炭素鋼鋼管（白）
　　　　　　　　　ピット配管 　●　配管用炭素鋼鋼管（白）

空
気
調
和
設
備

換
気
設
備

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

排
水
設
備

給
湯
設
備

消
火
設
備

厨
房
設
備

ガ
ス
設
備

雨
水
利
用
設
備

一
般
共
通
事
項

● 他工事又は他工種
との取合い

工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

指定部分工期　令和　　年　　月　　日

（８）ドレン管　　　　　　〇

　（● 建築工事　○ 電気設備工事　で設置する。）

等
等

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属
装置等を用いて施工する。

不活性ｶﾞｽ消火設備○ 別図による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統　○（　　　　　　　　　）系統

別図による。

（１）

（２）　　　溶接部の非破壊検査 ● 要

泡消火設備○ 別図による。

○ 石綿含有分析調査　○ 本工事

最新版
最新版

最新版

● ステンレス配管を使用する場合の材質は、ステンレス製とする。

　 防凍保温　　　　：標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.５によるものとする。
　　　　　　　　　　 但し、保温厚さは配管の呼び径２５以下は５０ｍｍ以上、呼び径３２
　　　　　　　　　　 以上は４０ｍｍ以上とする。

　 凍結防止ヒーター：自己サーモ式とし、防凍保温を施すものとする。　　　

（対象配管類：○給水管　　○ 消火管　　○ 膨張管　　○ ドレン管　　● 給湯管 ）
　 (対象機器類：○　　　　　○　　　　　 ○　　　　　 ○ 　　　　 )

5,462.74㎡

対象部分

○

　　　(抜取率　●標準仕様書(機械設備工事編)による　　○　　％)

○ 都市ガス（一般ガス導管事業者名：　　　　　　発熱量　　　　　　ＭＪ/ｍ３（Ｎ））
● 液化石油ガス

○屋外露出部の（○機器類 ○配管類)には(○凍結防止ヒーター ○防凍保温)を行う。
　なお、配管類には弁類を含むものとする。

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法
　　律第100号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和3年2月閣
　　議決定）」による特定調達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努め
　　る。
　　　ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満た
　　すものとする。

※改修工事の場合に記載する。

耐震安全性
の分類
特定の施設

　　　数値以下とする。

配管材料● （１）一般配管　　● 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP-VA）

（２）集水配管　　● 配管用炭素鋼鋼管（白）

弁　類● ＪＩＳ又ＪＶ（●５Ｋ　○　　　　　）

（５）油管　　　　　　　　○ 

○ 膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水
　 管の項による。

湿度(RH)湿度(RH)

夏期

冬期

温度(DB)
31.2℃
34.2℃

外　　気

湿度(RH)

50％

40％

一 般 系 統

26℃

22℃

温度(DB)
64.1％
56.3％

温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH)

屋　　内

24℃ 50％

指令系諸室

25℃

22℃

成り行き

厨房

24℃ 50％ 成り行き

9時
12時
14時
16時

34.7℃
33.5℃

53.5％
58.1％

1.8℃ 40.1％

※改修の場合は既存概要を示す

● 材料・機材の
品質等

　　たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　③安定的な供給が可能であること。
　④法令等で定めで許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　べき品質及び性能を有するものとする。
（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満た
　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価され

　　されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

●設備機器の据え付け

　　設計用標準水平震度（図面特記による）

上層階・
屋上及び
塔屋

重要機器

中間階

地階・１階

一般機器 重要機器 一般機器
● 特定の施設 ○ 一般の施設

2.0 1.5

1.5 1.0

0.61.0

1.5
1.5
1.0

0.6
1.0

1.0

0.6
0.6
0.4
0.6

0.6

1.0

機器種別

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類

2.0
2.0

1.5
1.5

1.5
1.0 1.0 1.0

2.0 2.0
1.51.5

1.51.5
1.01.0

1.01.0

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

設置場所

　　・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の
　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。
　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの
　　・重要機器は次による。
 　　　[名称：上水受水槽、記号：TW-1]、[名称：上水ポンプ、記号：PU-1]
　　 　[名称：雑用水ポンプ、記号：PU-2]、[名称：汚水排水ポンプ、記号：PD-1]
　 　　[名称：雨水ろ過装置、記号：WF-1]、[名称：　　　　　、記号：　　　　　]
　 　　[名称：　　　　　、記号：　　　　　]、[名称：　　　　　、記号：　　　　　] 　　
　　・水槽類にはオイルタンクを含む。
（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

（１）設計用水平地震力は、機器の重量（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重
　　　量）に次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

下記（１）、（２）の設計用地震力に基づき設備機器の固定を行う。

● 配管材料● （１）給水引込管（直結部分）は水道事業者の指定による（ ●水道配水用ポリエチレン管 ）

（３）その他の一般配管（上水）　●一般配管用ステンレス鋼鋼管
（２）地中埋設配管、水道消火栓系統　　　　　　●水道配水用ポリエチレン管

水　栓● ●
●
　（● ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

量水器● ● 親メーター（貸与品）（● 現地表示式（直読式）　○ 遠隔表示式（○ 電文式　○　　　）
○ 子メーター（買い取り）（○ 現地表示式（直読式）　○ 遠隔表示式（○ 電文式　○　　）

● 量水器桝 ○ 水道事業者指定品（○ 貸与品　○ 買い取り（材質：　 　　）　● 標準図ＭＣ形

管の地中埋設深さ

水栓柱

●

●

ＪＩＳ又はＪＶ　● 水道直結部分（● １０Ｋ　○　　　　　　）　
　　　　　　　  ● その他の部分（● ５Ｋ　　○　　　　　　）
○ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。
● ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

管の上端より原則として、一般敷地は（　30　ｃｍ）構内道路は（　60　ｃｍ）以上と
する。

● 合成樹脂製　○ 人造石とぎ出し製

弁　類●

給
水
設
備

台所流し用の水栓は泡沫式とする。
水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

● 引込納付金等

建物導入部配管● ○ 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（ａ） ○（ｂ） ○（ｃ）による。

● 要（● 本工事（● 費用を含まない　○ 費用を含む　）　○ 別途　）　○ 不要

● ポリエチレン配管

埼玉県川越市御成町１番ほか

庁舎棟

○○ 撤去内容○
撤
去
工
事

図示による。

○ 現場説明書による。発生材の処理○

別図による。システム構成
その他

○○
循
環
ろ
過
設
備

配管材料○ （１）一般配管　　○

（２）集水管　　　○

弁　類○ ＪＩＳ又ＪＶ（○５Ｋ　○　　　　　）

○　排 水 処 理 設 備
○　撤　 去　 工　 事

○　循 環 ろ 過 設 備

（９）給水管（加湿用）　　〇

　　　　　　　　　　　（雑用水）●一般配管用ステンレス鋼鋼管

　　　　　　　　厨房排水管　●配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　   （３）屋外露出　● カラー鋼管

新築保管庫 鉄筋コンクリート造 地上1階 15項54.30㎡ 一般の施設

保管庫

新設一式
新設一式
新設一式

新設一式

　　　　　　　　ヒートポンプ給湯器ドレン配管　●耐熱硬質ポリ塩化ビニル管

施工条件● 施工条件については下記及び標準仕様書による。

下記及び標準仕様書による。

※建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。
※本工事は川越市ワンデーレスポンス対象工事である。

※再生資源利用[促進]計画書( 実施書) 、工事登録証明書(ＣＯＢＲＩＳで入力したこと
　の証明)を、施工計画作成時（施工完了後）に遅延なく提出すること。
※一般財団法人日本建設情報総合センター工事実績情報システム「ＣＯＲＩＮＳ」
　により、受注登録、竣工登録等を行い、登録内容確認書を提出すること。

※着手に先立ち、工事打合せ用図面（Ａ３二つ折り製本）を５部提出すること。

※工事は原則として8時～17時、週休2日とする。

※昇降機設備の計画通知は、請負者が各製造所の協力のもと申請図書の作成を行い、当該各工事着手前

　に確認済証の交付を受け、工事完了後は速やかに完了検査を受け検査済証を取得すること。

※中間検査を実施する。原則回数は　2回

※工事期間中は、本敷地における労働安全衛生法に定められた統括安全衛生管理者は庁舎棟建築工事

施工者が担い統括安全衛生管理を行うこと（庁舎棟竣工後は訓練塔建築工事施工者が担うこととす

る）。関連工事（発注区分表に記載の本工区の他工事、他工区工事、造成工事、敷地周囲の道路工

事の施工者を指す。以下同じ。）の施工者は、統括安全衛生管理者の行う統括安全衛生管理が円滑

に進められるように協力を行うこと。

※統括安全衛生管理者は、会議室を自ら用意したうえで関連工事施工者の参加する工事調整会議を定

期的に主催し、以下に示す総合仮設図、総合工事進捗図、総合図等の必要な資料を作成して工事工

程に即した工事の進捗管理と取りまとめを行うこと。関連工事施工者は工事調整会議に参加し、統

括安全衛生管理に必要な関連する資料や図面等の作成に協力すること。

※工事調整会議では、工事工程、工事車両進入場所、構内通路利用、工事資材置場等について、関連

工事施工者と調整を行い、お互いの工事を円滑かつ安全に進められるようにすること。関連工事施

工者はその調整に協力すること。

※関連工事施工者と協力・調整し、各工事段階の総合仮設図、総合工事進捗図、工事計画書等を作成

し、工事着手前に監督職員の承諾を受けること。関連工事施工者は必要な情報や図面の提供を行い

その調整に協力すること。

※工事の施工に先立ち、関連工事施工者と協力し、監督職員が指示する図面に関連する全工事の情報

をプロットした総合図（床壁設備プロット図、天井設備プロット図、立面設備プロット図等）を作

成し、工事着手前に監督職員の承諾を受けること。関連工事施工者は必要な情報や図面の提供を行

いその調整に協力すること。

（2020年版）

※監督員事務所をもうけること。併せて必要な設備・備品（机いす・ロッカー・冷蔵庫等・受注者と

の兼用屋内トイレ付き（男性女性別）を用意のこと。
※施工監理受託者事務所についても、上記同様に設けること。

● 衛生器具付属水栓●

衛生器具ユニット○

浴室・シャワー
ユニット

●

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

別図による。（ユニット内配管材料共）

（建築工事）

衛
生
器
具
設
備 ミニキッチン● 建築工事（水栓取付、給排水管は本工事）

●施設CADデータの更新 ※行う ・行わない

●施設使用マニュアルの ※２部　 ・

作成 注　工事目的物の引渡しに際しては、建物を構成する部分で通常取扱いに注意を要するものに

　ついては、その使用方法について解説したマニュアルを作成し、施設を管理することとなる者へ
　引き渡す。

●完成図等 ※完成図書　提出部数　※（A1版）製本　1部、（A3版）製本　1部

　　　CADデータ　　　 ※提出する　　・提出しない

※保全に関する資料　　提出部数　※1部　・　　　部

※施工図　　　　　　　・二つ折り（A1盤）製本を1部提出

※保証書　　　　　　　　1部提出

新設一式



発注区分表（工区の大区分） 備考） ・ 本区分は現時点のものであり、名称や区分が変わる可能性がある。

１）発注区分概要 【※工区以下の工事区分は各工区図の工事区分による】

標準 表記を短縮する場合（１）
庁舎棟工事(建築) 庁舎建築工事
庁舎棟工事(電気) 庁舎電気工事
庁舎棟工事(太陽光) 庁舎太陽光工事
庁舎棟工事(給排水) 庁舎給排水工事
庁舎棟工事(空調) 庁舎空調工事
庁舎棟工事(展示) 庁舎展示工事
訓練塔工事(建築) 訓練建築工事
訓練塔工事(電気) 訓練電気工事
訓練塔工事(給排水) 訓練給排水工事
外構整備工事(その1、２) 外構工事 外構（1又は2）工事 外構
外構その他工事(舗装) 構内舗装工事 舗装
外構電気工事(その1、２) 外構電気工事 外構電気（1又は2）工事 外電
付属棟その他工事 外構付属棟工事 付属
植栽工事(その1、２) 外構植栽工事 外構植栽（1又は2）工事 植栽
造成工事（造成1∼３） 造成工事 造成（1∼3）工事
造成工事（擁壁１∼２） 造成擁壁工事 造成擁壁(1∼2)工事
造成工事（貯留槽） 雨水貯留槽工事
外周道路工事 外周道路工事
県道改修工事 県道工事

指令システム 指令 指令システム工事 指令工事

２）発注区分表 ＜凡例＞ 〇：適用する、 ＊：各区分の工事で必要な場合は適用する
備考 備考

大区分 工事内容 細目・備考 庁舎 訓練 造成 指令 道路 大区分 工事内容 細目・備考 庁舎 訓練 造成 指令 道路
外構 舗装 植栽 付属 外電 外構 舗装 植栽 付属 外電

仮囲い等（造成工事関連） 〇 鉄塔本体 〇
仮囲い等（建築工事着手後） 〇 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 〇 避雷針 〇
建築仮設（足場、内部） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 通信アンテナおよびケーブル 〇

その他直接仮設 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オイルタンク格納躯体及び防
護壁

〇

現場事務所（建築関連） 〇 〇 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
オイルタンク本体及び関連設
備（注給油設備等）

〇

その他共通仮設 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オイルトレンチ 〇
仮設用 〇 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 〇 オイルタンク躯体 〇

本設用 〇
オイルタンク本体及び関連設
備（注油設備等）

〇

敷地外道路整備 〇 付替えを含む オイルトレンチ 〇
敷地外水路整備 〇 付替えを含む 外構フェンス及び門扉類 〇
表土改良 〇 サイン本体 〇
圧密沈下対策 〇 余盛土撤去を含む サインへの配管配線 〇

粗造成 〇 整地（粗造成完了後の整地） 〇
舗装工事部分の整
地は路床天端まで

擁壁（敷地外周部） 〇 雨水排水 〇
雨水貯留槽への流
入管を含む

雨水貯留槽 〇 縁石 〇
排水ポンプ及びポンプ室 〇 スロープ及び階段 〇 〇
放流先への接続 〇 舗装（路床改良を含む） 〇
庁舎本体 〇 植栽 〇 植栽基盤整備を含
指令システム 〇 外構照明 〇
保管庫本体 〇
泡消火配管用トレンチ 〇

訓練塔（A、B、C塔） 〇
消防用自動車車庫 〇
車いす駐車場 〇
駐輪場（来庁者、職員） 〇
バイク置場（来庁者、職員） 〇

種別
工区 工事

工区名称 略号 工事名称
他工区図に記載する工事名称

略号
同左工期を記載する場合

建築
（給排水、空調、電気、昇降機、展示工
事を含む）

庁舎棟 庁舎

川越地区消防局・川越北消防署新築工事

庁舎

川越地区消防局・川越北消防署新築電気設備工事
川越地区消防局・川越北消防署新築太陽光発電設備工事
川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事
川越地区消防局・川越北消防署新築空調設備工事
川越地区消防局・川越北消防署新築防災学習展示工事

訓練塔 訓練
川越北消防署訓練塔新築工事

訓練川越北消防署訓練塔新築電気設備工事
川越北消防署訓練塔新築給排水その他設備工事

外構その他 外他

川越地区消防局・川越北消防署新築外構整備工事（その１、２）

外他
川越地区消防局・川越北消防署構内舗装工事
川越地区消防局・川越北消防署新築外構電気設備工事（その１、２）
川越地区消防局・川越北消防署付属棟その他新築工事
川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その１，２）

造成 造成 造成
川越地区消防局・川越北消防署造成工事（１期～３期）

造成川越地区消防局・川越北消防署擁壁工事（１期～２期）
川越地区消防局・川越北消防署雨水貯留槽設置工事

道路 外周道路 道路
川越地区消防局・川越北消防署外周道路整備工事

道路
川越地区消防局・川越北消防署県道改修工事

指令システム 未定 指令

工事種別 発注工区区分 工事種別 発注工区区分
外構その他 外構その他

仮設

直接仮設

工作物

通信用鉄塔
（庁舎棟屋上設置）

自家給油所
共通仮設

インフラ
引込

自家発用オイルタンク
（地中埋設）

道水路

造成

外構サイン類

外構

雨水貯留槽（地中埋設）

建築

庁舎棟

保管庫

その他付属棟

（ 2020 年版）



工事区分表

項　　　　　目 Ａ 備　　　考Ｅ Ⅽ

躯体関係

１．ＲＣ造（梁・壁・床）
　　の貫通孔・開口部

貫通孔のスリーブ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

○

○

○ ○

２．Ｓ､ＳＲＣ造の ○Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

３．設備機器の基礎 屋内の基礎（建築設計図に記入あるもの） ○

○○機器取付け用アンカー・架台

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない軽微なもの

屋外・屋上の基礎

屋内の基礎（設備設計図に記入のあるもの）

○ ○

○

○

４.昇降機関連

機械室の床配管ピット・蓋

機械室の躯体

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室の床開口

昇降路の躯体 ○

○

○

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

各階出入口穴あけ・同補強

昇降路内ピット防水・集水桝

巻上機周囲のチェッカープレート敷

昇降路の中間ビーム、ブラケット、レールブラケット

支持柱他昇降路内の鋼製部材一式

○

○

○

○

○

○

厨房排水溝

ＡＬＣ板の壁開口・補強

避雷設備・同接地工事

厨房グリース阻集器

同上用防水・マンホール・タラップ等

５．その他

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

トラフ・ピット類（ふたを含む）

○

○

○

○

○

○

○

Ａ Ｅ Ⅽ 備　　　考項　　　　　目

仕上げ関係

１．軽鉄天井・壁下地 補強を要するボードの切り込み及び下地の補強 ○

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み ○

○

○

○

Ａ Ｅ Ⅽ 備　　　考項　　　　　目

屋外排水設備・構内配電線路・構内通信線路・外構

１．雨水 屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

Ａ Ｅ Ⅽ 備　　　考項　　　　　目

切り込み及び補強２．可動間仕切り

位置ボックス

○

○

３．つりボルト及び 設備機器・器具・配管・配線・ダクト用 ○ ○

４．外壁まわり

ウエザーカバー、ベンドキャップ(シール共）

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ ○

換気扇（取付枠共）

○

○

流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台

フード（建築工事標準詳細図のもの、シール共）

５．台所・湯沸室まわり ○

○

浴室ユニット、複合浴室ユニット、シャワーユニット６．浴室まわり

既製浴槽（ふたを含む）

○浴室及び便所の床排水金物

鏡（規格寸法のみ）

７．便所まわり 洗面カウンター ○

８．事務室まわり ファンコイルカバー

家具組み込みの洗面器 切り込みはＡ

○

○

機器搬入用フック　ビーム

10．自動扉･

２重ピット及びトレンチのマンホールふた

○

○

チェーンブロック ○

排煙口等の天井仕上材 ○

○

消火器ＢＯＸ設置工事

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強

○

○

自動扉・電動シャッター本体までの配管，配線

○

○

○

２．雑排水・汚水

桝及び桝ふた

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

○

○

３．植栽 植栽及び客土

４．ユニット型浄化槽 タンク室の躯体 ○

５．屋外オイルタンク タンク室の躯体 ○

６．その他

屋内受水タンク用の基礎 ○

○

○

スリーブ・型枠の穴埋め ○

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

○

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

フリーアクセスフロア内の防水堤

オイルサービスタンクの防油堤

○

○

その他はⅭ

衛生器具ユニット

手すり、背もたれ

○

洗面器はⅭ

点検口（天井・床下）

及びドアクローザー、フロアヒンジ

自動扉・電動シャッターからセンサー（付属スイッチ）

への配管・配線工事

上記以外のオイルタンク本体・配管及び据付等 自家発用はＥ

駐車場ガソリントラップ（コンクリート造） ○

電気配線配管

機器付属の制御盤以降の２次側配管配線（接地線共） ○

機器付属の制御盤への１次側電源供給配管配線

自動制御と動力盤との電源用の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパ

注油口内アース端子よりのアース用配管配線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

○

○

○

○

○ ○ ○

Ⅾ

○

○

○

○

　　インサート

○ ○ ○ ○

○○ ○○

○ ○ ○

○ ○ ○

上記以外のユニット型浄化槽本体・配管及び据付等 ○

９．フリｰアクセスフロア

床パネルの切り込み加工

コンセント ○

○

○

凡　
　

例

 Ａ ：建築工事（S：構造、K：仮設を含む）

 Ｅ ：電気設備工事

 Ⅽ ：給排水その他設備工事

 Ⅾ ：空調設備工事

浄化槽本体はＭ

タンク本体はＥ

　　　　はり貫通孔

○

出入口扉，三方枠及び幕板

点検用コンセント、煙感知器

○

○

○

11．その他

　電動シャッターまわり

自動扉の手元電源スイッチ ○

○

上部電動シャッター
○

排煙窓本体・自動開閉装置

防煙たれ壁本体・駆動装置

防煙たれ壁連動制御装置の感知器

上部電動シャッター，排煙窓及び
○

○

○

自動扉の本体・駆動装置・検出装置（センサー） ○

電気錠の扉までの配管及び配線

○

防火戸の自動閉鎖装置

　　　　本体・制御盤・手動開閉装置・ヒューズ装置

電気錠の本体，扉内配線 ○

○

○

○

くつふきマット・玄関マット・自動扉マット部

煙突底部排水目皿・排水管

くつ洗い流し部排水金物・排水管

床排水金物（目皿共）・排水管

○

雨水流入配管

ルーフドレン

○

○

○雨水利用設備集水管

防火区画、防煙区画

既設埋設配管配線調査（X線探査含む）

配管トレンチ及びふた ○

○ ○ ○

太陽電池アレイ用架台、架台取付け用アンカー

機械室内換気設備

点検用タラップ ○

昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠及び幕板の受け ○

機械室内大梁又は昇降路内にフックの取付

（フックを含む）

ＥＶ制御盤への動力・照明用電源、アース、防災信号、

拡声設備（館内放送用）の配管・配線工事

ＥＶ制御盤から、ＥＶ内監視カメラまでの

配管・配線工事

ＥＶ制御盤から、監視カメラ用の監視装置までの

配管・配線工事

ＥＶ制御盤又はＥＶ監視盤までの保守遠隔監視用

（電話回線）及び緊急地震速報受信用の配管工事

ＥＶ制御盤又はＥＶ監視盤までの緊急地震速報受信用

の配管工事

○

監視カメラ含む

○

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及びブラケット受け

ピース

○

ミニキッチン（照明、水栓を含む） ○

電動遮断弁以降はⅭ

マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ

トレンチ内架台等はＥ

ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源・信号・アース

排煙口はⅮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　用配管配線

衛生器具ユニットの

場合はⅭ

Ⅾ Ⅾ Ⅾ

サッシパネル開口 ○

ＥＶ用フック含む

　　　　　・電力・通信

マンホール、ハンドホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝

排水公設桝 ○

電極棒はC、D

ＡＣＰマルチ形屋内機の電源・アース用配管配線 ○

機器・電極棒用の電源配管配線 ○

　この工事区分表は、建築工事（Ａ）（昇降機設備工事含む）、電気設備工事（Ｅ）、給排水その他設備工事（Ⅽ）、空調設備工事（Ⅾ）といった施工上密接に

関連する各工事において、材料や作業がどの工事に含まれているかを明確にするために共通事項として添付しているものである。よって、本工事の設計図書に記載さ

れていない、工事範囲外の項目も含んでおり、本工事の具体の工事内容を示すものではないことに留意すること。

出入口扉，三方枠及び幕板の各補強鉄骨 ○

○

５．その他（続き）

ＡとＥの区分は図示○ ○

電気設備のモニタ装置に

映像を表示する場合

ＥＶ制御盤から専用インターホンまでの配管・配線

工事

ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は警報盤までの制御

及びインターホンの配管・配線工事

動力計測用電力計から自動制御盤までの配管・配線

工事

○

○

○

○

規格外はＡ

○

誘導標識（誘導灯を除く） ○

ポンプ及びポンプアップ配管 ○

（接地線共）

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ ○

公共下水道が

公共下水道が

（接地線共）

屋内消火栓ポンプ制御盤から消火栓ポンプ始動装置

の電源、信号線の配管・配線
○

・防火防煙ダンパに至る配管配線

ベビーチェア、ベビーベッド ○

タンク室の砂充てん ○

タンク室の砂充てん ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

水栓、配管接続はⅭ

○

○

別途

また前図に記載の通り、本施設の敷地にて、今回工事以外にも別発注による他工区工事（造成、訓練塔、外構その他といった各工区工事）が実施されるため、

別途 別途 別途

○

○

○

○

○

○

 別途 ：別途工事

 Ｆ ：太陽光発電設備工事

 Ｂ ：防災学習展示工事

それらの工事に該当するものは別途工事欄に明記する。

Ｆ Ｆ Ｆ ＦＢ Ｂ Ｂ Ｂ

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○自家給油所ガソリントラップ

○

○

○

○

防災学習展示用の内装壁および什器、機器類 ○

○ 配管接続はⅭ

○

○

○

○ ○

○屋上緑化
屋上緑化用灌水装置までの

配管はⅭ
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合流式の場合

分流式の場合
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①防煙区画

各室は、原則自然排煙とするが、一部は平成 12年建設省告示第1436号による区画を行う。

②防火区画（自主区画）は、開口部も自主的に防火設備としている。

凡例
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排煙方向
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防火区画の面積を示す****
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2

2
22

2

手摺は壁面及びささらから100mm以内

階段1

幅員 1200以上

踊場 1200以上

蹴上  220以下

踏面  210以上

直通階段

2

手摺は壁面及びささらから100mm以内

階段2

幅員 1200以上

踊場 1200以上

蹴上  220以下

踏面  210以上

直通階段

2.2m

15
.1
m

2.0m
8.0m

歩⾏距離 約31.9m≦60m

重複距離 約8.0ｍ≦30m

4.
6m

15.4m

11
.2
m

1.
0m

歩⾏距離 約34.4m≦60ｍ

重複距離 約12.2m≦30ｍ

6
7
3
.5

8.
1ｍ

8.7ｍ

3.
2ｍ

11.7ｍ

1.5ｍ

5.
2ｍ

0.
9ｍ

特防

耐熱

特防

常閉

S
特防

煙感

S

特防

耐熱

S

特防

耐熱

特防

煙感

S

特防

煙感

S

特防

耐熱

特防

常閉

歩⾏距離 約39.3m≦60m

重複距離 約20ｍ≦30m

900 900

9
0
0

25
m

25m

271.73㎡

45.76㎡

53.04㎡ 150.88㎡

299.46㎡

39.28㎡

40.89㎡ 19.42㎡

19.57㎡

88.04㎡

24.43㎡

82.85㎡50.82㎡

282.02㎡

229.62㎡
20.04㎡

21.56㎡

74.73㎡

52.76㎡

20㎡

34.72㎡

753.99㎡

38.44㎡
33.88㎡

125.53㎡

1階 平面図 2階 平面図

防火区画B
822.81 m²

防火区画C
1298.66 m²

（ 2020 年版）



N

S S

①防煙区画

各室は、原則自然排煙とするが、一部は平成 12年建設省告示第1436号による区画を行う。

②防火区画（自主区画）は、開口部も自主的に防火設備としている。

凡例

1

建設省告示第

建設省告示第

建設省告示第

建設省告示第

2

3

4

建設省告示第ホ

ハ 建設省告示第

防火設備（網入ガラス）

自然排煙

機械排煙

防火

防火設備
防火

防火設備

特定防火設備

特定防火設備

防火設備

特定防火設備

特防

特防

防火

防火特防

特定防火設備特防

延焼の恐れのある部分

防火防煙区画

防煙区画（間仕切壁）

防煙区画（垂れ壁）

防火区画（異種用途区画）

排煙免除区域

防火区画 排煙及び非排煙緩和 その他

非常用進入口にかわる窓

歩行距離（令

消火器

排煙方向

歩行距離（重複距離）

屋内消火栓（消火器併設型）

防火区画の面積を示す****

防火設備（耐熱強化ガラス）防火

不燃防煙区画（消防法）

防煙区画（自主防火区画）

不燃防煙区画（自主区画）

特定防火設備
特防 屋内消火栓

HB             AW用開放解除器及びBOX

※面積はCAD 求積による

Y1

Y2

Y3

Y4

X3 X4 X5 X6 X7X1 X2

階段1

廊下
設備

取出口2

設備

取出口3

1
0
,8

0
0

8
,1

0
0

1
0
,2

0
0

1,500 6,300 7,800 7,800 7,800 7,800 7,800

見学用デッキ

設備

取出口2

設備

取出口3

見学用デッキ

(換気塔･

ハイサイドライト)

屋上室外機置場

電気室

無線機室

EV
設備

取出口1

RD RD RD

発電機室

RD RD

太陽光パネル(電気設備工事）

46,800

2
9
,1

0
0

RD

RD

屋上1

+300

±0+900

+900

+600

+900

2
,0

5
0

1
,9

0
0

4
,5

5
0

1
,7

0
0

700 1,650 1,700 250

4,300

1,540 6,260 210

1
,3

3
0

5
,3

2
0

1
,4

5
0

FUN 置場
吹抜

S

S

1
0
m

1
0
m

6
.0

3
m

2
2

2

1

9.
9m

特防

常閉

S 特防

常閉

※4階の代替進入口は、西面を道又は道に通ずる幅員4m以上の

通路その他の空地に面する外壁面とする。

900

9
0
0
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m

2
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Y1

Y2
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X3 X4 X5 X6 X7X1

SX4

SY4

SY3
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SY5

指令ｻｰﾊﾞｰ室
階段1
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S
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S
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.

S.S

吹抜1
WC(男性)

印刷室

PS
2

階段2

更衣室4

EPS
2

WC(女性)

仮眠室4(女性)

物品庫

DS

仮眠室
4-1

WC4
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打合せ
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7001,650 1,700
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4,300 46,800

屋根2

屋根3

屋根1
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2

2

4

4

2

2

2

2

2

2

2

2

22

2

手摺は壁面及びささらから100mm以内

階段1

幅員 1200以上

踊場 1200以上

蹴上  220以下

踏面  210以上

直通階段

4

2

1.5ｍ8.6ｍ

4.4ｍ 3.0ｍ

3.
2ｍ

2.6ｍ

3.
7ｍ

1.1ｍ

1.
6ｍ

0.
8ｍ

歩⾏距離 約30.5m≦40ｍ

重複距離約19.6m≦20ｍ

3.
5ｍ

4.
7ｍ

1.9ｍ

20.0ｍ

5.8ｍ

5.
5ｍ

5.8ｍ

5.
1ｍ

歩⾏距離 約32.3m≦40ｍ

重複距離 約22.2m≦30ｍ

9.1ｍ

10.0ｍ

歩⾏距離 約45.7m≦60ｍ

重複距離 約19.1m≦30ｍ

歩⾏距離 約38.4m≦60ｍ

重複距離約28.6m≦30ｍ
13.8ｍ

6.
6ｍ

3.3
ｍ

3.1ｍ

1.
8ｍ

5.
5ｍ

2.0ｍ

特防

煙感

S

特防

常閉

S

特防

耐熱

特防

煙感

S

特防

煙感

S

特防

常閉

特防

耐熱

900

9
0
0

25
m

25m

130.42㎡

99.99㎡

31.38㎡

29.37㎡

406.9㎡

27.18㎡

171.21㎡

119.7㎡55.29㎡
119.86㎡

45.47㎡

37.7㎡

36.63㎡

34.76㎡

11.31㎡
33.95㎡

26.38㎡

4階 平面図

3階 平面図

防火区画D
1347.09 m²

防火区画E
160.75 m²

防火区画F
130.42 m²

（ 2020 年版）



３．床置形機器の固定方法は平成２４年度国土交通省公示第１４４７号に準じる。２．リモコン～本体間の配管・配線共本工事とする。１．ガス給湯器の定格加熱能力・定格消費電力及び定格燃料消費量は、ＪＩＳ Ｓ ２１０９に規定された定格条件による。

1 1階　厨房厨房 LPガス 16 安全装置・配管カバー・リモコンコントローラー・給排気筒・給排気トップ

69.2

0.2001001

WHG-2

WHG-1

緊急車両車庫：流し、シャワー LPガス1 32 1 0.255100 1階　緊急車両車庫流し台

　共通特記事項

kW/台mmmmmmkW/台kW/台号数
サブメイン

ＨＤＷ
先止式元止式FE式FF式壁掛床置潜熱

回収型
瞬間式屋外型屋内型

起動方式

定格
消費電力Vφ

加熱能力最大ガス
消費量標準能力 備　考設　置　場　所付　属　品

低Nox
バーナー

膨張
タンク

即湯
ユニット
(内蔵)

運転リモコン

据置台熱源効率
（JIS）

電　　源
寸 法(参考)

仕　様

ガス種別台　数

形　式（４）形　式（３）形　式（２）形　式（１）

系統・用途

種　類 型　式

台数
有効容量

寸　法
耐 震

保温

付　属　品
架　台

設 置 場 所

監視　(警報)

備  考マンホール タラップ

電極座 ボール
タップ

緊遮弁 制御盤 満水 減水 その他FRP製 耐熱
FRP製

ステンレス製
ｺﾝｸﾘｰﾄ製 その他 一体型 パネル型 一槽式 二槽式

Ｗ（φ） Ｌ Ｈ 大きさ 個数
鍵 二重蓋

内 外 ※) 材質明記なき場合

単板 複合板 単板 複合板 ｍ3 mm mm mm G mm φ 個 (PVC) (溶融亜鉛メッキ) 　　鋼製溶融亜鉛メッキ

65A×2
TW-1 1

建雑用水受水槽

上水受水槽  4.2

33.2

FRP製一掃式水槽（500L）

2,000 1,500

機器番号

1.5 600 2 有（コンクリート基礎は建築工事） 緊急遮断弁（盤共 1φ100V 50W　非常電源系統）

ピット

　共通特記事項 １．電極は(Ｍ)：本工事、(Ｅ)：電気工事

ポンプ　　　　　（○印のあるものを適用する） ※）防振材　＜Ｓ：スプリング　ＳＰ：スプリングパッド　ＳＨ：スプリングハンガー　ＲＰ：ゴムパッド　Ｒ：防振ゴム＞

機器番号 系統・用途 型　式
屋内型
/屋外型

台　数
組　数

材　質

口径 ｍｍ(φ)
水量 揚程

電動機

運 転 方 法

制　御　方　式

防振材
耐震

付　属　品

設 置 場 所

非常電源

連動 インター
ロック

監視・制御

備　考
防振 （警報盤）

吐出 吸込 φ V kW
起動
方式

制御盤 ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
電極 フロート

吐出圧
一定

末端圧
一定 その他

架台
ＧＶ ＣＶ 圧力計 フート弁

着脱
装置

水中
ケーブル

呼水槽 流量計 サクション
ホール 架台

●防災 中　央

L/min ｍ （Ｍ/Ｅ）（Ｍ/Ｅ） G ○保安 監視 制御

並列自動交互屋内型

寸法：1300×620×H1000

制御盤：1階　PS(1) 自動交互

並列自動交互

流し LPガス1 16

屋内型

1 0.20010047.0

PU-1

PD-1

上水ポンプ 2台1組

L-S

250

3 200

3 200

雑用水ポンプ

S 1階　受水槽・雨水ろ過室

PD-2 湧水排水ポンプ

PW-1 加湿給水加圧用

PHW-1 給湯循環ポンプ

1階　緊急車両車庫流し台34.9

PU-2

小形給水ポンプユニット

小形給水ポンプユニット

雑排水用水中モーターポンプ

受水槽付水道加圧装置

ラインポンプ

WHG-3

2台1組

2台1組×2

1台

3台

350

400

100

20

190

240

43

35

6

15

10

640

2.2×2

2.2×2

L-S

L-S3 200 0.4×2

L-S1 100 0.15

L-S3 200 0.75

安全装置・配管カバー・リモコンコントローラー・給排気筒・給排気トップ

保安電源

保安電源

保安電源

S 1階　受水槽・雨水ろ過室

ポンプ：ピット内釜場（湧水槽）

4階　設備スペース

4階　設備スペース

水中型

　共通特記事項 １．電極は(Ｍ)：本工事、(Ｅ)：電気工事

系 統 ・ 用 途機器番号

ガス湯沸器　　　　　（○印のあるものを適用する）

　共通特記事項

※）建：建築工事

ヒートポンプ給湯器　　　　　（○印のあるものを適用する）

機器番号 系 統 ・ 用 途 仕　様 台　数
最低

外気温度
(℃)

貯湯ユニット ヒートポンプユニット

熱源効率
（JIS） 据置台

運転リモコン

運転制御仕様 付　属　品 設　置　場　所 備　考
タンク
容量

電　　源 本体寸法(参考) 加熱
能力

電　源

冷媒

本体寸法(参考)

φ

タンク類　　　　　（○印のあるものを適用する）

V
定格消費電力 Ｗ Ｄ Ｈ

φ V
定格消費電力 Ｗ Ｄ Ｈ

メイン サブ 浴室
L kW mm mm mm kW kW mm mm mm

凍結防止ヒーター、保安電源防振架台、盤、リモコンスイッチ、弁一式 4階　設備スペースCO2屋外型貯湯式（床置） 63021753ＵＢ・ＵＳWHP-1

１．電気温水器の定格加熱能力及び定格消費電力は、ＪＩＳ Ｃ ９２１９の定格条件及び試験方法による。 ２．リモコン～本体間及び、マルチシステム制御配管・配線共本工事とする。 ３．床置形機器の固定方法は平成２４年度国土交通省公示第１４４７号に準じる。

（２０００年版）

屋外型

屋外型

1階　受水槽・雨水ろ過室

ピットー

ー

2,000

33.2建TW-4

TW-2

緊急排水槽

460

34.9 47.0 350 240 640

47.0 470 240 620 安全装置・配管カバー・リモコンコントローラー・給排気筒・給排気トップ

1 200 730 1 200 2.1 735 300 825

汚水排水ポンプ

65 40

4065

2525

4040

Ｍ Ｍ

ＭＭ

Ｍ

1.0

1.0

(WHP-1)

汚物用水中ポンプ 2台1組水中型

-50

Ｍ140 6 L-S3 200 1.5×275 - 自動交互制御盤：1階　PS(1)

ポンプ：排水中継槽

4.8 4.0 3台連結

×2

コンクリート基礎は建築工事

WHP-2 凍結防止ヒーター、保安電源防振架台、盤、リモコンスイッチ、弁一式 1階　緊急車両車庫屋外CO2屋外型貯湯式（床置） 63021751防火衣服洗濯乾燥室 460 1 200 730 1 200 2.1 735 300 8254.8 4.0 1台

川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

Ｃ
機器表（１）
給排水衛生設備

001

４．設置に際して、上方600mm、側方150mm、前方150mm、後方150mmの離隔距離を確保すること。

A3=1：N.S
A1=1：N.S

FT-1
特定駐車場用泡消火設備用
泡消火薬剤混合装置

（C018　消火設備　凡例・機器表・系統図参照）

FT-2 補助用高架水槽 （C018　消火設備　凡例・機器表・系統図参照）

屋内消火栓設備用ポンプFP-1

特定駐車場用
泡消火設備用ポンプ

FP-2

補助加圧ポンプJU-1

（C018　消火設備　凡例・機器表・系統図参照）

（C018　消火設備　凡例・機器表・系統図参照）

（C018　消火設備　凡例・機器表・系統図参照）



2階：WC（女性）、WC（男性）、授乳室、給湯室1

3階：WC（女性）、WC（男性）、仮眠室4（女性）、洗面室3（男性）　緊急車両車庫：火災調査室

絶縁パイプ・密閉式排水金物、止水栓
減圧弁、逃し弁、

21

気化装置、調整器、据付架台、他付属品LP-1

共通特記事項

（○印のあるものを適用する）

台　数系 統 ・ 用 途機器番号

3階：休憩室（男性・女性）、給湯室2

LPガス設備

設 置 場 所 備　考

厨房

1階：WC（女性）、WC（男性）、休憩コーナー、洗面室1、洗面室2、食堂兼休憩室、厨房、除染室兼消毒室

1式 屋外（庁舎棟）

絶縁パイプ・密閉式排水金物、止水栓

50kgボンベ×6本（うち、予備3本）

仕　　様

減圧弁、逃し弁、
ウィークリータイマー0.610013手洗い用WHE-1

WHE-2

電気温水器　　　　　（○印のあるものを適用する）

機器番号 系 統 ・ 用 途

形式（１） 形式（２） 用　途

台　数
加熱能力 貯　湯　量

寸　法(参考) 電　　源
熱源効率
(JIS) 運転制御仕様 付　属　品 設　置　場　所 備　考

屋内型 屋外型 瞬間式
貯湯式

床置 壁掛 熱湯＋雑湯 雑湯
Ｗ Ｄ Ｈ

φ V
定格消費電力

起動方式
密閉式 開放式 kW L mm mm mm kW

ウィークリータイマー1.110012 12飲用（熱湯対応）

　共通特記事項 １．電気温水器の定格加熱能力及び定格消費電力は、ＪＩＳ Ｃ ９２１９の定格条件及び試験方法による。 ２．リモコン～本体間及び、マルチシステム制御用配管・配線共本工事とする。 ３．床置形機器の固定方法は平成２４年度国土交通省公示第１４４７号に準じる。

グリース阻集器　　　　　（○印のあるものを適用する）

機器番号 系 統 ・ 用 途
流入方式 設置方法

槽式
材質

台　数
容量 許容流入流量

本体寸法(参考)

バスケット

設置レベル調整 蓋

設　置　場　所 備　　考Ｗ Ｌ Ｈ かさ上げ かご持ち手延長 材質
耐荷重

側溝 配管 土間埋設 天吊 耐火型 SUS FRP Ｌ L/min mm mm mm mm mm 溶解亜鉛メッキ ＳＵＳ アルミニウム 鋼板+防錆塗装 ＦＲＰ

許容流入流量：60.0L/min、阻集グリース量：18.9kg、防水型、フレキタイプ300 1階　厨房1 ー 600 760グリース阻集器GT-1

　共通特記事項

0.6

1.1

川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

Ｃ
機器表（２）
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1

部　　屋　　名

附　属　品　等

電気容量

φ V kW

衛生器具表　　　　※便宜上、（　●ＴＯＴＯ　●ＬＩＸＩＬ　○JIS　）の型番を使用する

品　　番
上:LIXIL/下:TOTO器　具　名　称

備　　　考

合　
　
　
　

計

※取付金具・トラップ等　施工の際の必要付属品も見込むこと。

大便器

小便器

洗面器

掃除流し

洗面器

多機能トイレパック

LF-WJ38RHQA

SF-HB442SYXA

T76D

TK431RA

UADAK11L2A1ADD2W

CW-PA12-CK-UR-TU（温水洗浄便座）、KF-3610AS（化粧鏡）

TCF5840AUPS（温水洗浄便座）、YM6090A（化粧鏡）

PTWC-GC103L2A1AWWW

TENA50A(自動混合水栓）、TLK08S01J（水石けん入れ）

L-176UFCRS

T23AEQ20(横水栓）、T37PGEP（壁排水トラップ）

S-202A LF-7E-19(横水栓）、SF-20PA-P（壁排水トラップ）

MB-500K

U-A51AP

TCF5524Y（温水洗浄便座）、TEVN46U（自動フラッシュバルブ）、TES47UR（洗浄スイッチ）、YH702（棚付二連紙巻器）

C-P12P

洗濯機用水栓

熱湯用水栓

シングルレバー混合水栓

Ｗ
Ｃ
（
男
性
）

LF-15G-13-CV

LF-15-13-CV

散水栓

地上式（75A）水道消火栓

ドラム容量130㍑（595Wx700Dx850H）業務用乾燥機（別途工事）

ドラム容量59㍑（595Wx700Dx850H）業務用洗濯脱水機（別途工事）

散水栓

1

1

2

2

2 2

1

3

12

51

1

1

1

SUS製水栓柱（H:1200)

1

1

1

T28AKUH13

26

1

洗
面
室
２

1

T28AUNH13

222422

44

43143

屋外

屋
上

４階３階２階１階

1

休
憩
コ
ー
ナ
ー
（
女
性
）

休
憩
室
（
男
性
・
女
性
）

Ｗ
Ｃ
（
男
性
）

給
湯
室

洗
面
室
３
（
男
性
）

Ｗ
Ｃ
（
女
性
）

給
湯
室

Ｗ
Ｃ
（
女
性
）

防
火
衣
洗
濯
乾
燥
室

火
災
調
査
室

車
庫

受
水
槽
・
雨
水
ろ
過

除
染
室
兼
消
毒
室

厨
房

食
堂
兼
休
憩
室

休
憩
コ
ー
ナ
ー

洗
面
室
１

誰
で
も
ト
イ
レ

Ｗ
Ｃ
（
女
性
）

TW11R

CS573P

CW-PA11FL-NECK（温水洗浄便座）、OKC-AT780-C（自動フラッシュバルブ）、OKC-8BY（洗浄スイッチ）、CF-63HST（棚付二連紙巻器）

TENA126A(自動混合水栓）、TLK06S02J（水石けん入れ）

AM-303TCV1(自動混合水栓）、KS-921MTPA（水石けん入れ）

UFS900R

MKWE

L250DM

SK22A

Ｗ
Ｃ
（
男
性
）

AM-303TV1(自動混合水栓）、KF-24EM（水石けん入れ）

SF-WCH120

屋
外

1

1 1

4

4

43

1

1

23

5

仮
眠
室
４
（
女
性
）

1

2

1

12

4

14

1

8

2

3

1

1

1

12

15

授
乳
室

準
車
椅
子
対
応
ト
イ
レ

1

1

1

庁舎棟

1

緊急車両車庫

屋
外

保管庫

1

シャワー水栓

TBV03404J

BF-KA145TSG

1 1多機能トイレパック

UADAK01L2A1ADD2W

CW-PA12-CK-UR-TU（温水洗浄便座）、KF-3610AS（化粧鏡）

TCF5840AUPS（温水洗浄便座）、YM6090A（化粧鏡）

PTWC-GC103L2A1ANWW

1

川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

給排水衛生設備
器具表

Ｃ
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C
ピット階平面図
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川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

N

C
1階平面図
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川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

N

C
2階平面図
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川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

N

C
3階平面図
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N

C
給排水衛生設備　平面図
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川越地区消防局・川越北消防署新築給排水その他設備工事

N

C
詳細図（1）
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N

C
詳細図（2）
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C
詳細図（3）
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N

C
詳細図（4）
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（2020年版）

緊急車両車庫平面図

消火設備
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杭工事、掘削工事

交通

誘導員

[掘削残土は埋め戻し土は場内に残置]

[その他は場外搬出]

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

H=2.0m,W=7.2m

【庁舎棟工事】（本工事）

擁壁工事、盛土工事による

凡例

FH=12.4

(
本

工
事

)

敷き鉄板

擁壁１工事（別途工事）

擁
壁

１
工

事
（

別
途

工
事

）

交通

誘導員

2期盛土工事(別途工事)

杭工事、掘削工事

山
留

工
事

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

H=4.5m,W=9.0m

ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ

（約6ヶ月）

　準備工事、杭工事、山留工事、掘削工事

N

真北

工事車両動線(建築工事)

工事車両動線(造成工事)

安全鋼板　H=3.0m

安全鋼板　H=2.0m

FH=14.1

・敷鉄板：2934㎡（庁舎棟工事）（本工事）

3-1

残土置場

≒500m3

残土置場

≒500m3

工事用駐車場

現場事務所

資材

置場

既存電柱(東電、NTT)は工事期間中に移設の可能性あり。（別途工事）

既存電柱(東電)

既存電柱(東電)

既存電柱(東電)

既存電柱(東電)

既存電柱(NTT)

（本工事）

庁舎棟工事

【2期盛土工事】（別途工事）

【擁壁１工事】（別途工事）

敷き鉄板

掘削工事、地下躯体工事

交通

誘導員

工事車両動線(建築工事)

工事車両動線(造成工事)

安全鋼板　H=3.0m

安全鋼板　H=2.0m

FH=12.4

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ50t

交通

誘導員

現場事務所
掘削工事、地下躯体工事

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

H=4.5m,W=9.0m

ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ

（約3ヶ月）

【庁舎棟工事】（本工事）

　地下躯体工事

N

真北

擁壁工事、盛土工事による

凡例

・敷鉄板：2934㎡（庁舎棟工事）（本工事）

[地下躯体完了後埋戻し]

3-2

資材置場

工事用駐車場

FH=14.1

（本工事）

庁舎棟工事

【2期盛土工事】（別途工事）

資材

置場

【雨水貯留槽工事】（別途工事）

1ヶ月程度（別途工事）

地中埋設雨水貯留槽工事

ベンチマーク

境界石

（凡例）

設計GL=KBM-0.097＝TP+12.20

敷地境界線

現況地盤面レベル

計画地盤面レベル0.00

0.00

配置基準寸法を示すBM

AutoCAD SHX Text
国道254号

AutoCAD SHX Text
市道３１８８号線

AutoCAD SHX Text
県道川越・栗橋線

AutoCAD SHX Text
県道川越・栗橋線

AutoCAD SHX Text
市道0025号線（お成り街道）

AutoCAD SHX Text
仮囲：安全鋼板Ｈ ３．０ｍ　庁舎棟工事（本工事）

AutoCAD SHX Text
仮囲：安全鋼板Ｈ ３．０ｍ　庁舎棟工事（本工事）

AutoCAD SHX Text
・擁壁１工事　中　仮囲（夜間）：B型バリケード（別途工事）1ヵ月 （夜間）：B型バリケード（別途工事）1ヵ月 ：B型バリケード（別途工事）1ヵ月 ・擁壁１工事　後　仮囲：安全鋼板Ｈ ２．０ｍ庁舎棟工事（本工事）
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仮囲：2期盛土工事（別途工事）
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仮囲：2期盛土工事（別途工事）
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・擁壁１工事　中　仮囲（夜間）：B型バリケード（別途工事）1ヵ月 （夜間）：B型バリケード（別途工事）1ヵ月 ：B型バリケード（別途工事）1ヵ月 ・擁壁１工事　後　仮囲：安全鋼板Ｈ ２．０ｍ庁舎棟工事（本工事）
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仮囲：安全鋼板Ｈ ２．０ｍ　庁舎棟工事（本工事）

AutoCAD SHX Text
仮囲：2期盛土工事（別途工事）

AutoCAD SHX Text
仮囲：2期盛土工事（別途工事）

AutoCAD SHX Text
仮囲：2期盛土工事（別途工事）

AutoCAD SHX Text
国道254号

AutoCAD SHX Text
市道３１８８号線

AutoCAD SHX Text
県道川越・栗橋線

AutoCAD SHX Text
県道川越・栗橋線

AutoCAD SHX Text
市道0025号線（お成り街道）

AutoCAD SHX Text
仮囲：安全鋼板Ｈ ２．０ｍ　庁舎棟工事（本工事）

AutoCAD SHX Text
川越地区消防局・川越北消防署新築工事

AutoCAD SHX Text
総合仮設計画図

AutoCAD SHX Text
A1=1：     600

AutoCAD SHX Text
A3=1：1200

AutoCAD SHX Text
K

AutoCAD SHX Text
01

AutoCAD SHX Text
仮設
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ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ25t
敷き鉄板

外部足場

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

N

真北

地上工事

工事車両動線(建築工事)

工事車両動線(造成工事)

安全鋼板　H=3.0m

安全鋼板　H=2.0m

擁壁工事、盛土工事による

FH=12.4

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ50t

交通

誘導員

交通

誘導員

地上工事

H=2.0m,W=7.2m

H=4.5m,W=9.0m

ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ

（約4ヶ月）

【庁舎棟工事】（本工事）

　地上工事

【訓練塔工事】（別途工事）

　準備工事

凡例

FH=12.4

4-1

工事用駐車場

FH=12.75

FH=12.6

[埋戻し残土は場内に残置。

場内残置場所は別発注事業者と

協議の上決定。]

（別途工事）

FH=9.75

スロープ スロープ

・敷鉄板：2934㎡（庁舎棟工事）（本工事）

現場事務所

資材置場

（本工事）

庁舎棟工事

【雨水貯留槽工事】（別途工事）

【敷地外水路工事】（別途工事）

資材

置場

地中埋設雨水貯留槽工事(3ヶ月程度) 

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ25t

外部足場

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ25t（別途工事）

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

H=2.0m,W=7.2m

訓練塔工事(別途工事)

工事車両動線(建築工事)

工事車両動線(造成工事)

安全鋼板　H=3.0m

安全鋼板　H=2.0m

擁壁工事、盛土工事による

凡例

FH=12.75

・敷鉄板：1403㎡（訓練塔工事）（別途工事）

・敷鉄板：2934㎡（庁舎棟工事）（本工事）

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ50t

敷き鉄板

敷き鉄板（別途工事）

擁壁２工事（別途工事）

交通

誘導員

交通

誘導員

地上工事

地上工事

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

（約2ヶ月）

【庁舎棟工事】（本工事）

　地上工事

【訓練塔工事】（別途工事）

　　杭工事、地下躯体工事、地上工事

N

真北

FH=12.4

FH=12.75

スロープ

4-2

FH=12.4

工事用駐車場

FH=12.75

現場事務所

（別途工事）

残土置場≒500m3

資材置場

スロープ

現場事務所

資材置場

（本工事）

庁舎棟工事

敷き鉄板(別途工事)
擁壁２工事（別途工事）

（別途工事）

資材

置場

【雨水貯留槽工事】（別途工事）

【敷地外水路工事】（別途工事）

【擁壁２工事】（別途工事）

（別途工事）

地中埋設雨水貯留槽工事

ベンチマーク

境界石

（凡例）

設計GL=KBM-0.097＝TP+12.20

敷地境界線

現況地盤面レベル

計画地盤面レベル0.00

0.00

配置基準寸法を示すBM
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AutoCAD SHX Text
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AutoCAD SHX Text
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国道254号

AutoCAD SHX Text
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AutoCAD SHX Text
・擁壁２工事　仮囲（夜間）：B型バリケード（別途工事）（夜間）：B型バリケード（別途工事）：B型バリケード（別途工事）

AutoCAD SHX Text
総合仮設計画図
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ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ25t

外部足場

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ25t（別途工事）

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

H=2.0m,W=7.2m

工事車両動線(建築工事)

工事車両動線(造成工事)

安全鋼板　H=3.0m

安全鋼板　H=2.0m

擁壁工事、盛土工事による

凡例

FH=12.75

・敷鉄板：1403㎡（訓練塔工事）（別途工事）

・敷鉄板：2934㎡（庁舎棟工事）（本工事）

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ50t

敷き鉄板

交通

誘導員

交通

誘導員

保管庫工事

地上工事

地上工事

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

（約5ヶ月）

【庁舎棟工事】（本工事）

　地上工事、保管庫工事

【訓練塔工事】（別途工事）

　杭工事、地下躯体工事、地上工事

N

真北

FH=12.4

FH=12.75

4-3

工事用駐車場

残土置場≒500m3

スロープ

現場事務所

資材置場

（本工事）

庁舎棟工事

（本工事）

訓練塔工事(別途工事)

敷き鉄板(別途工事)

（別途工事）

資材

置場

現場事務所

(別途工事)

擁壁２工事（別途工事）（1ヶ月程度）

　－【雨水貯留槽工事】（別途工事）

【敷地外水路工事】（別途工事）

【擁壁２工事】（別途工事）

擁壁２工事（別途工事）（1ヶ月程度）

（別途工事）

地中埋設雨水貯留槽工事

　付属工事（別途工事）

（外構・植栽工事など）

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ25t（別途工事）

H=2.0m,W=7.2m

ｱﾙﾐｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

（約7ヶ月）

【庁舎棟工事】（本工事）

　地上工事

【訓練塔工事】（別途工事）

　地上工事

【外構その他工事】（別途工事）

　付属工事（外構・植栽工事など）

H=4.5m,W=9.0m

ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ
交通

誘導員

工事車両動線(建築工事)

工事車両動線(造成工事)

安全鋼板　H=3.0m

安全鋼板　H=2.0m

擁壁工事、盛土工事による

凡例

・敷鉄板：560㎡（庁舎棟工事）（本工事）

敷き鉄板(別途工事)

交通

誘導員

保管庫工事

【舗装工事】（別途工事）

N

真北

地上工事、途中竣工引渡し

FH=12.4

FH=12.75

・敷鉄板：1403㎡（訓練塔工事）（別途工事）

付属工事

（外構・植栽工事など）

外構その他工事(別途工事)

5

現場事務所

(別途工事)

舗装工事(別途工事)

（本工事）

庁舎棟工事

訓練塔工事(別途工事)

【敷地外道路工事】（別途工事）

（本工事）

ベンチマーク

境界石

（凡例）

設計GL=KBM-0.097＝TP+12.20

敷地境界線

現況地盤面レベル

計画地盤面レベル0.00

0.00

配置基準寸法を示すBM
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AutoCAD SHX Text
仮囲：安全鋼板Ｈ ２．０ｍ　（訓練塔工事）（別途工事）4ヶ月

AutoCAD SHX Text
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AutoCAD SHX Text
市道３１８８号線

AutoCAD SHX Text
県道川越・栗橋線

AutoCAD SHX Text
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AutoCAD SHX Text
市道0025号線（お成り街道）

AutoCAD SHX Text
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AutoCAD SHX Text
・擁壁２工事　仮囲（夜間）：B型バリケード（別途工事）1ヶ月（夜間）：B型バリケード（別途工事）1ヶ月：B型バリケード（別途工事）1ヶ月

AutoCAD SHX Text
国道254号
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AutoCAD SHX Text
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